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「ＡＤＥＳＯＣ」報告   ウムチョムィーザ学園 200９.6.18 

        チャールズ校長より 

【今までの経緯】 

 １９５９年に王国がなくなり、１９６２年にベルギーから独立し、その際王様をはじめ多くの

ルワンダ人が国外へ難民として逃れて行きました。そして１９９０年頃から、ウガンダから難民

として国外へ脱出した人々がルワンダでの地位を求めて組織的に再入国を果たそうという動きが

活発になってきました。その影響を受けて国内では、世論が暴力的に二分されつつ内戦に発展し

かねない状況が生まれてきました。 

そのような状況のなか日本人の協力を得てこの教育活動は１９９２年に始まりました。１９９

２年にＡＤＥＳＯＣが発足しました。なぜ日本人の協力があったかといいますと、青年海外協力

隊でルワンダに派遣されていたなつみさんとルイズが出会ったことから始まりました。ＡＤＥＳ

ＯＣの発足当時すでにルイズはなつみさんとガチュリロという技術専門学校で働いていました。

当時は、私立を設立するのはルワンダ人の視野には入っていない考えでした。１９９３年には、

初めての学校をギセニで作りました。コレージュ・センポール・ギセニと名づけました。中学校

を中心とした中高を目指す学校でした。センポールというのは、変わるという意味を持っていて、

ルワンダには変わらなければならないという状況があったからです。戦争の真っ最中から戦争に

よる様々な困難その混乱から子供たちを救うことを目的としました。１９９４年４月大統領の和

平協定調印帰国の飛行機が何者かによって墜落させられそれを合

図に始まった約１００万人と言われる虐殺が始まり、この学校は爆

撃によって破壊されてしまいました。その後キガリに建設した幼稚

園・小学校のウムチョムイーザ学園は、この内戦虐殺で傷ついてし

まった子供たちに教室で学ぶことによって立派な社会人になって

もらおう、人権を守る社会人になってもらうことを目的としました。 

 

【学園の自立へ向けて】 

 世界を脅かしている経済問題がルワンダにも深刻に影響していることや教育指導言語がフラン

ス語から英語に変わったことにめげずに目標をしっかりと持ってウムチョムイーザをルワンダで

誇りを持った教育にしてゆきたいと思います。日本語を話せるマリールイズﾞのおかげで多くの日

本人とのパイプ役によりこの夢が着々と実現していくことを信じています。ウムチョムイーザを

平和なルワンダの社会を支えていく人材を育成するビックスクールにしていきたいと思います。

今の教育言語の変更により私達の志気を下げるのではなく、逆に私達の勇気を強めてくれるきっ

かけにしてゆきたいと思います。 

あらゆる努力をし、短い期間に英語で教育をするレールに乗って行きたいと思います。ウガン

ダから二人の先生を雇いました。そして今までいた先生方の研修に取り組んでいます。世界経済

の悪循環は、私達みんなに冷たい強い風のように当っています。しかしあきらめるつもりはあり

ません。 

政府から提供を受けた１．５ヘクタールの土地で将来は日本のような技術学校を予定していま

す。そのために以下の事を予定しています。 

１．学校としての校庭を整地してスポーツ環境を整備する。 

２．ＩＣＴ技術を充実させる。 

教師の研修とパソコンの購入。ルワンダ国内では、パソコンの導入が進められています。

１台約２万円で購入できるよう国がサポートするプログラムが始まりました。 
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３．土地の境界線にくいをうちフェンスで囲む。 

防犯対策により建築資材の維持確保とそれによって本格的に農業を行う。中学校建設を

進めると同時に野菜や果物を収穫し販売できるようにする。 

４．現在ルワンダは小・中学校９年間の義務教育制度を開始しました。 

３年後には１５歳から１８歳の１３万人の若者が高校教育をめざすでしょう。 

５．その準備には建物や人材が必要です。日本からの教師派遣が可能でしょうか。そのために

は JICA との正式な交渉を経て実現したいと考えています。 

６．技術学校を作るために資金が必要です。 

そのために収入を得るためのプロジェクトを立ち上げます。 

 ７．車を活用すること。 

車は建設時の重要な時に日本から送られてきて遠足などにも役立てる事が出来ました。

２００万ルワンダフランがあれば全部の車の必要な修理をすることができます。そうする

と新車を購入しなくても歴史のあるこの車を使用する事ができます。 

 

〔最後に〕 

みなさん一人一人に感謝したいと思います。 

 世界の経済危機のなかにあっても、皆様が手をさしのべて、現在まで学校建設や貧しい子ども

達への学費の援助をとおして大事な仕事を進められたことに感謝しております。 

これからもよろしくお願いします。 

ADESOC の総会を８月か９月に予定しています。マリールイズも参加できることを願ってい

ます。 
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ウムチョムィーザ学園の２００９年度１学期（１月 11 日～４月６日）の会計報告 

 

  ① 教育言語がフランス語から英語へ変更になったこ

とに伴い、児童数が７２名も減りました。そのうえ学費

が払えない児童が３１名増えました。 

② 当学園では、貧富の差に関係なく先着順で受け入

れていますので、これからも支援をよろしくお願いし

ます。 

③ 今後さらに英語研修に励み魅力ある学園にしてゆ

きたいと努力してまいります。 

◎ ようやく文部省から中学校建設の許可証（左記）が

届きました。２０１０年には小学校の空き教室を利用し

て中学校をスタートし、その間に文部省の設置基準を

満たす中学校を建設し、２０１１年には中学校の校舎に

生徒を迎え入れたいと計画しております。 

２００９年度（１学期）の学費の納入状況の報告   2009.4.15 

                       単位:人  ＊時価換算による。単位：円 

幼稚園 小学校 納入 

状況 年少 年中 年長 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 
合計 金額 

100% 3 12 11 15 19 20 27 26 16 149 人 1,137,538 

その他 2 7 1 6 6 5 6 11 9 53 人 229,670 

0% 2 8 5 5 10 8 10 14 7 69 人 0 

合 計 7 27 17 26 35 33 43 51 32 271 人 1,367,208 

予定額 2,068,944 

不足金額（日本からの支援額） 701,736 

〔収入〕  〔支出〕 円換算 

項 目 金額 項 目 金額 

学費 1,367,208 職員への給料 1,385,521 

日本（考える会）からの支援 971,738 光熱水費 45,524 

入学登録料 41,735 通信費 18,643 

バス運行収入（故障中） 0 印刷・消耗品 87,216 

水販売収入 2,407 車の維持費 62,975 

野菜収入 8,483 会議・研修費 124,350 

個人寄付 0 家畜の維持費 23,718 

ＮＧＯからの寄付 0 野菜の肥料や子どもの保健薬品 125,119 

  備品 16,966 

   借金返済 177,152 

   予定外支出（交際費等） 58,616 

  税金 147,021 

合計 2,391,571 合計 2,272,821 

  残金 118,750 




